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　これまで多くの写真の提供ありがとうございました。写真
や絵はがきなどの史料は引き続き集めていますので、今後と
もよろしくお願いします。

【問】市生涯学習課市史編さん係（☎ 0944・72・1275）
「思ひ出」写真館

市史抄片別巻　最終回
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●日時　12月 19 日（金）
午後 7時～（約 60 分）
●料金　無料
●出演　城戸雅光（声楽）、池上恭代（ピアノ）

ロビーコンサート
●日時　12 月 4日（木）、18 日（木）
①午前 10時～②午前 11 時～
●料金　1 組 500 円
●講師　CHIAKI

リトミックひろば
第1.3
木曜

第 3
金曜

2 大協奏曲コンサート
伝習館高校吹奏楽部が豪華ソリストとチャイコフスキーに挑む

水都やながわ information
柳川市民文化会館　

公式サイト

【開館時間】�午前 9 時～午後 10 時、月曜休館
【問い合わせ】☎ 0944・73・7777

　創部 62年目を迎える伝習館高校吹奏楽部。高文連筑後地区
大会において、昨年度から2年連続で県大会への推薦を受けま
した。同部が一流の音楽家たちと共演するチャイコフスキーの
2大協奏曲コンサートを開催します。クラシックの名曲に挑戦
したいという同校生徒の熱い思いに対して、ピアニストの横山
幸雄、バイオリニストの漆原啓子、指揮者の喜古恵理香が応え
て実現。地域の音楽文化の向上を目指す取り組みです。
●日時　1月 25 日（日）午後 2時開演（開場は 45分前）
●会場　白秋ホール
●入場料（全席自由）　一般 2000 円、高校生以下無料（未就
学児入場不可）
●出演　伝習館高校吹奏楽部（演奏）、横山幸雄 ( ピアノ）、
漆原啓子（バイオリン）、喜古恵理香（指揮）
●前売券販売　12 月 7 日（日）午前 10 時から市民文化会館
で販売開始

□ワークショップ「木でつくるバターナイフ」
　山桜、くるみ、チーク、
黒檀の木端を小刀やヤスリ
で削り出して成形し、サン
ドペーパーで磨き、オイル
で仕上げます。
●日時　1月24日（土）①午前10時～②午後1時30分～
●定員　各回 8人、事前申込の先着順
●対象　小学生以上
●参加費　1000 円
●申込方法　12 月 2 日（火）午前 10 時から市民文化
会館へ電話で申し込み

木彫と染色の世界に触れてみませんか

suito ART STREET Vol.6
　6回目となる今回は、福岡を拠点に活動する千本木直
行氏と晴氏の作品をギャラリーやロビーに展示します。
□展示会
●日時　1月 10 日（土）～ 2 月 1 日（日）午前 9時
～午後 5時
●会場　ギャラリー
●入場料　無料

PP..チチャャイイココフフススキキーー作作曲曲  

福岡県立伝習館高等学校吹奏楽部が 

豪華ソリストとチャイコフスキーに挑む‼ 
 

《《ププロロググララムム》》  

PP..チチャャイイココフフススキキーー作作曲曲  

１１..  ヴヴァァイイオオリリンン協協奏奏曲曲  ニニ長長調調作作品品３３５５（（吹吹奏奏楽楽版版））  

２２..  ピピアアノノ協協奏奏曲曲第第 11番番  変変ロロ短短調調作作品品２２３３((吹吹奏奏楽楽版版))  

《《指指揮揮》》  

喜喜古古恵恵理理香香  

《《演演奏奏》》  

福福岡岡県県立立伝伝習習館館高高等等学学校校吹吹奏奏楽楽部部  

横横山山幸幸雄雄（（ピピアアノノ））  

漆漆原原啓啓子子（（ヴヴァァイイオオリリンン））  

（日） １４：００開演  １３：１５開場 
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返
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介
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昭和30年の柳川の風景　　柳川古文書館　江島　香

【写真1】昭和30年刊行「柳川市の水と人」
表紙

【写真2】「柳川市の水と人」より柳河町
付近空中写真

□
本
に
収
録
し
た
写
真
を
中
心
に
紹
介
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●
日
時
　
①
12
月
4
日
（
木
）
～
27
日
（
土
）

②
1
月
6
日
（
火
）
～
2
月
1
日
（
日
）
午

前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
、
月
曜
休
館

●
会
場
　
古
文
書
館
展
示
室（
入
場
無
料
）

●
内
容
　
①
黎
明
期
の
写
真
②
柳
川
人

の
ア
ル
バ
ム


